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呼吸器感染症に対するHAPA-Bの 臨床的検討
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旭川医科大学第一内科

高塩 哲也
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最近開発されたア ミノ配糖体系抗生剤のHAPA-Bを 呼吸器感染症患者に投与 し,以 下の結果が褐 られ

た。

1) HAPA-Bを10例 の呼吸器感染症患者(急 性細菌性肺炎9例,陳 旧性肺 結核症+感 染1例)に 投与

した。臨床効果は著効4例,有 効4例,や や有効1例,無 効1例,有 効率 は80%で あ った。

2) 副作用 として1例 に食思不振が認められたが,投 与中止後 すみやかに回復 した。 臨床検査値 では1

例で好酸球が1%か ら11%へ 増加 し,尿 蛋白が一過性 に陽性を示 した。

3) HAPA-Bは 呼吸器感染症 に有用 な薬剤 と推測 された。

HAPA-Bは 米国 シェリング社によって創製 され,現 在 東洋醸

造(株)とエ ッセ クス日本(株)で共同開発 中の ア ミノ配糖 体系抗生剤

(AGs)で ある。本剤 はグラム陽性菌お よび グラム陰性菌 に対 し

幅広い抗菌力を もち,か つ殺 菌的で,腎 毒性,聴 器毒性 は従 来の

同系統の薬剤に比較 し弱 い と報告 され ている1)。

今回本剤を呼吸器感染症 に投与 し,臨 床効果 を検討 したので,

その結果を報告する。

I. 対 象 お よび 方 法

対 象 は59年1月 か ら59年9月 まで に,旭 川 医科 大 学 第

一内 科 または名 寄 市 立総 合病 院 内 科 へ入 院 した 呼吸 器 感 染

症 患 者10例 で あ る。疾 患 の 内訳 は細 菌 性肺 炎9例,陳 旧性

肺 結 核症+感 染1例 で あ る。 年 齢 は32歳 か ら86歳 まで で

平均54.5歳,男 性7例,女 性3例 で あ った。

投 与 方法 は1回HAPA-B200mgを1日2回 筋 肉 内 投

与 し,全 例1日 量 は400mgで あ った。投 与 日数 は5.5日 か

ら14日,平 均11.8日 で あ り,総 投 与 量 は2.2gか ら5.6

g,平 均4.72gで あ った。 な お併 用薬 と して鎮 咳 剤,去 疾

剤,気 管 支 拡張 剤 は使 用 したが,本 剤 の 臨床 効 果判 定 に影

響 す る と思 わ れ る解 熱剤 や 副腎 皮 質 ス テ ロイ ド剤,そ の 他

の抗 生剤 は 投与 しな か った。

臨 床効 果 は咳,膿 性 疲,発 熱 な どの臨 床症 状 の 改善 度,

白血球 数,CRPな どの検 査 所 見,胸 部X線 像 の 陰 影 の推 移

な どを総 合 的 に判 断 し,著 効,有 効,や や有 効,無 効 の4

段 階 に判 定 した。

II. 成 績

症例,臨 床効果,副 作用 などの一覧表 をTable 1に 示 し

た。臨床効果 は著効4例,有 効4例,や や有効1例,無 効

1例 で,有 効以上の有効率は80%で あった。

細 菌学的検討では投与前後 に喀疲培養 を施行できた5例

において も,い ずれ も γ-streptococcus や Micrococcus な

どの細菌 しか検出できず,起 炎菌 は不明であった。

副 作用 として1例(No.1)に 投与開始1日 目に食思不振

を認め,継 続投与中にしだいに食思不振が増強 してきたた

め,6日 目に投薬を中止 した。中止後比較的すみやかに症

状が消失 したので本剤 との因果関係 が多分あるだろうと推

測 した。なお本例では好酸球 が1%か ら6日 間投与後に11

%へ と増加 し,尿 蛋白が一過性 に陽性 を示 したが,BUN,

クレアチニ ンに変化を認めなか った。 その他の例ではいず

れ も本剤投与前後での臨床検査値の異常は認め られなかっ

た。

また聴力については,自 覚的 に低下 した例 はみられず,

本剤投与前後でオージオグラムを施行 した1例 についても

異常はみられなか った。なお本剤投与前後の臨床検査値に

ついてはTable 2に 示 した通 りである。

III. 考 案

HAPA-Bは 最近 開発 されたア ミノ配糖体 系抗生剤であ

る。化学構造式 はGentamicin B の1位NH2基 にhydroxy-

aminopropionyl 基 を導入 した形 となっている。AGs不 活

化酵素に対 して他の同種薬剤に比 し,比 較的安定で耐性菌

も少ないとされている尉.ま た各種 グラム陽性菌およびグ

ラム陰性菌に対 して幅広い抗菌作用 をもち,殺 菌的で,腎
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毒性,聴 器毒性 は少ないとされている1,2)。

今回は,発 熱,膿 性疾,白 血球数の増加,胸 部X線 像 な

どで明 らかな感 染 症状 を呈 す る呼 吸 器感 染 症10例 に

HAPA-Bを 投与 し,そ の臨床効果は著効4例,有 効4例,

やや有効1例,無 効1例 で有効率 は80%で あった。起 炎菌

を推定できた症例がないため,特 定の菌種に対 する抗菌力

は測定できなかったが,臨床上80%の 有効率はこの系統の

薬剤として充分評価で きる数字 と考えた。

副作用 としては,1例 に投与直後か ら食思不振が出現 し,

また同一症例で好酸球増 多,尿 蛋 白陽性化がみられた。 こ

れらの症状 は一過性で投与中止後すみやかに改善 してお り,

重篤なものはなかった。 その他の副作用や臨床検査値異常

を呈 した例 はみ とめられなか った。

10例 の呼吸器感染症に対 して,新 しいア ミノ配糖体系抗

生剤のHAPA-Bを 使用 した。

有効率は80%で,副 作用 も重篤 な例はな く,臨床検査値

異常 も軽度であった。HAPA-Bは 呼吸器感染症に対 して

有用な薬剤 と推測 された。
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Clinical studies of HAPA-B, a new aminoglycoside, in the field of respiratory tract infection were
carried out and the following results were obtained.

1) HAPA-B was administered to nine patients with bacterial pneumonia and one patient of
respiratory tract infection associated with old tuberculosis. The efficacy was excellent in four
Patients, good in four Patients, fair and poor in one each patient, respectively. The efficacy rate was
80 %.

2) As a side effect, anorexia was observed in one case. Transient increase in number of
eosinophil and proteinuria were noted in one case.

3) HAPA-B was considered as a useful drug in treatment of respiratory tract infection.


